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 Summary 
 食品産業において人手不足と消費者ニーズの多様化を背景に、IoT、ロボット、AIなどのデジタル技

術を活用した新たなソリューションが登場し始めている。 
 食品工場ではフレキシブルな作業が可能なAI搭載型食品盛付ロボットが、フードサービスではファス

トフード店や中華料理店等で活躍する自動調理ロボット、さらに一般消費者向けとしてビルトイン型

自動調理ロボットや調理スキルのデータ化など革新的な事例が続々と登場している。 
 デジタル活用のさらなる推進のため、本領域への投資拡大と安価で柔軟なソリューション、新しい顧

客体験の創造、最終顧客のニーズにマッチングしたデジタル技術の活用戦略が重要だと考える。 

1．はじめに 

外部環境の変化に伴い、食のバリューチェーン全体でデジタル技術の活用が検討され始めている（図表

1）。本レポートでは食品開発・製造および消費にフォーカスし、デジタル活用の最新事例を解説する（AI

を活用した食品開発は、戦略研技術フォーサイトレポート - 2024年に注目すべき技術で解説）。 
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https://www.mitsui.com/mgssi/ja/report/detail/__icsFiles/afieldfile/2024/01/17/2401report_4.pdf
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2．食品産業におけるデジタル活用とその背景 

2-1．深刻化する食品産業の人手不足 

世界の高齢化率1は先進国を中心に今後急速に上昇し、2060年には18.7％に達することが予測されている2。

日本は特に状況が深刻で、2023年10月時点ですでに29.1％に達している。総人口は今後減少に転じる見込み

3であり、生産年齢人口がさらに減少すると予測されている。また社会全体に占める製造業に従事する労働

者の割合は、近年減少傾向が続いている。非製造業との間で賃金格差が広がっており、十分な人材確保が

できない状況が今後も続くと見込まれる4。特に食品製造業は他と比較して労働生産性が低く、いまだに労

働集約型の生産現場が数多く残されている。一部の大手企業を除いて省人化・自動化の対応は遅れており5、

人手不足のまん延が労働環境悪化や企業経営に大きな影響を及ぼし始めている6。 

2-2．多様化する消費者ニーズ 

他方、消費者の食に対する価値観は大きく多様化している。デロイトトーマツの2022年度食生活に関す

る消費行動調査7によると、とにかく価格を重視する群やフードロス削減や環境に配慮した商品を好む群、

最新で話題性のある商品を好む群など、合計7つの消費者クラスターの存在が示されている（図表2）。こ

のように食に対する価値観が多様化する中、企業は限られたリソースで広範囲な対応が求められており、

デジタル活用が喫緊の課題となっている。 

 

 
1 総人口に占める65歳以上の割合 
2 令和6年版高齢社会白書 第1章 高齢化の状況 2 高齢化の国際的動向｜内閣府 
3 令和6年版高齢社会白書 第1章 高齢化の状況 1 高齢化の現状と将来像｜内閣府 
4 2024年版ものづくり白書 第2章 就業動向と人材確保・育成｜経済産業省 
5 農林水産省における食品産業の生産性向上に向けた取組 2－4 食品産業における労働生産性の現状 
6 食品工場の人手不足に関する意識調査（2023年調査）｜富士電機株式会社 
7 2022年度 食生活に関する消費行動調査｜デロイト トーマツ グループ｜Deloitte 

https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2024/zenbun/pdf/1s1s_02.pdf
https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2024/zenbun/pdf/1s1s_01.pdf
https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2024/pdf/honbun_1_2_1.pdf
https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2024/pdf/honbun_1_2_1.pdf
https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2024/pdf/honbun_1_2_1.pdf
https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2024/pdf/honbun_1_2_1.pdf
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/soumu/attach/pdf/seisansei-89.pdf
https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/consumer-business/articles/cp/dietary-consumption-behavior-survey-2022.html
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3．食品産業におけるデジタル活用の最新動向 

3-1．食品工場におけるデジタル活用の最新事例 

近年、食品工場の自動化を推進する企業が台頭し始めている（図表5）。（米）Chef RoboticsはAI搭載型

食品盛付ロボット（図表3）を展開している。従来のロボットは単一製品の大量生産に最適化され、各食品

の物性やサイズに応じたフレキシブルな調節が困難であった。同社のロボットは食品生産現場における

OJT8を通じて学習し、ほぼ全ての食品に適応可能になるとのことで、少量多品種を取り扱う食品製造企業

への導入が期待されている。すでに複数企業で実証実験が実施され、生産性の改善効果が示されている9。

また（日）コネクテッドロボティクスは惣菜盛付ロボット「Delibot」（図表4）を展開している。惣菜の生

産現場は、柔らかくこびりつきやすいといった惣菜特有の物性や設置スペース確保など課題が多く、自動

化が進んでいない。同社のロボットは各食品に合わせたロボット制御で和惣菜から中華惣菜まで幅広い食

品に対応可能なことに加え、一人分のスペースに設置可能となっている。2024年3月にパートナー企業と共

同開発した惣菜盛付の全工程自動化システムは、マックスバリュ東海の惣菜生産ラインで導入され、従来

の1ラインあたり7名からわずか2名へと大幅な省人化に成功している10。 

 

 
8 On the job training-日常の業務に就きながら行われる教育訓練（厚生労働省令和3年度「能力開発基本調査」） 
9 Chef Robotics emerges from stealth after demos at Amy's Kitchen 
10 世界初！惣菜盛付全工程のロボット化統合システムの開発・実装に成功しました | コネクテッドロボティクス株式会社 

https://www.mhlw.go.jp/content/11801500/000953326.pdf
https://agfundernews.com/chef-robotics-ceo-a-lot-of-robotic-companies-have-made-grandiose-promises-but-they-havent-really-shipped-any-robots-were-much-more-practical
https://connected-robotics.com/2024/03/21/cr_robotfriendly/
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3-2．フードサービスにおけるデジタル活用の最新事例 

フードサービスにおける調理やサービスの自動化を推進する企業が注目を集めている（図表8）。（米）

Cali Groupは、グループ会社であるMiso Roboticsの最先端のAIとロボットを搭載したグリル・フライ自動調

理システム「Flippy」を駆使した全自動バーガーショップを運営している（図表6）。顧客はセルフオーダ

ーで簡単に注文、顔認証で決済ができ、高品質の和牛をブレンドしたプレミアムバーガーを10ドル程度で

購入できる。同社は自動化で得た利益を顧客に還元することで、固定客の獲得を目指している11, 12。また

（日）TechMagicは、ドラム型調理鍋の回転速度や方向、加熱温度などを自動制御して炒め調理を行い、洗

浄まで自動で完結する調理ロボット「I-Robo2」を展開している（図表7）。すでに大阪王将の複数店舗に導

入が完了し、運営コストの削減はもちろん、17名しか存在しない大阪王将内の調理検定1級の技術を完全再

現できている13。その他、日本ケンタッキー・フライド・チキンと共同開発中のフライドポテト調理ロボッ

ト14やパスタ調理ロボット15など、顧客ニーズに寄り添ったフレキシブルなロボット開発でフードサービス

の自動化を推進している。 

 
11 World’s First Fully Autonomous, AI-Powered Restaurant Opening in Southern California | Miso 
12 CaliExpress by Flippy to Debut Fully Robotic Restaurant| 
13 炒め調理ロボットの最新版「I-Robo2」、大阪王将鷺沼駅前通り店に初導入|TechMagic株式会社 
14 第53回国際ホテル・レストランショーにI-Robo2とF-Robo出展|ニュース|TechMagic株式会社 
15 1食あたり最速45秒で調理！世界初のパスタ自動調理ロボット、「P-Robo」が実店舗で稼働開始 | TechMagic株式会社｜PR 
TIMES 

https://misorobotics.com/newsroom/worlds-first-fully-autonomous-ai-powered-restaurant-opening-in-southern-california/
https://restauranttechnologynews.com/2023/12/caliexpress-by-flippy-to-debut-fully-robotic-restaurant/
https://techmagic.co.jp/release_0926/
https://techmagic.co.jp/release_250129/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000021.000046356.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000021.000046356.html
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3-3．キッチンにおけるデジタル活用の最新事例 

我々が調理を行うキッチンのデジタル化に取り組む企業も登場し始めている。（米）Chefee Roboticsは、

世界初の家庭用ビルトイン型調理ロボットを開発している。同社のロボットシェフはキッチン設備に統合

され、スープや炒め料理、揚げ物など5,000以上のレシピを自動調理可能である。また専用アプリを用いて

食材の注文から調理まで全て自動で完結するとのことで、忙しい現代人を調理から解放する可能性を秘め

ている（図表9）。また（日）ソニーグループは音楽や映像の録音・録画のように、IoTセンサーでプロのシ

ェフの調理を数値化してデータ化する技術「録食」16を開発中だ。プロの料理を経験の浅いシェフや一般家

庭でも手軽に再現できる未来を目指しており、すでに10年以上修業が必要といわれる麻婆豆腐の完全再現

ができたとしている（図表10）。この技術を応用すれば、「母親が作ってくれた肉じゃがの味」など、時

を超えて思い出の味を忠実に再現することも可能になる。 

 

4．今後の見通し 

食品産業のデジタル化は高額な投資コストと低い投資収益率が大きな障壁となり停滞している。この課

題を克服するためには政府主導の支援策と民間ファンドからの積極的な資金提供が不可欠であると見込む。

併せて既存のインフラに適応可能かつ安価で柔軟なソリューションの開発が必要であろう。 

2024年7月に日系食品大手5社17はTechMagic社と未来型食品工場コンソーシアムの立ち上げを発表した。

食品メーカーの共通課題に対するソリューション開発を協力して進めることで、標準化された安価なソリ

ューションの早期実用化が期待されている18。 

またフードサービスの自動化については過去失敗した事例もある19。運営コスト削減のみに注力し、新し

 
16 日本バイオインダストリ―協会｜ “未来へのバイオ技術”勉強会, SDGsと未来食シリーズ7「食メディアデザインと感覚研

究」食の未来創造～Cooking Digitization 録食 ROKU-SHOKU～ 
17 カゴメ株式会社、キユーピー株式会社、株式会社永谷園、株式会社ニチレイフーズ、株式会社日清製粉グループ本社 
18 工場の人手不足、ロボットで解決--食品大手らが「未来型食品工場コンソーシアム」｜CNET Japan 
19 The end of the journey for Pazzi Robotics ��������+����� | LinkedIn 

https://japan.cnet.com/article/35221059/
https://www.linkedin.com/pulse/end-journey-pazzi-robotics-philippe-goldman/?trackingId=AGnjUHgRSky1pBMT6rZncg%3D%3D
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い顧客体験の追求が不十分であったことが原因とみられる。自動化で得た利益をいかに顧客のニーズに合

わせて還元していくかが問われている。例えば、（米）Yo-Kai Expressはラーメン調理ロボットを内蔵した

フード自販機で、出来立てかつ本格的なラーメンをわずか90秒で提供している。全米各地の空港やホテル、

大学、オフィスビル、病院に設置が進み、時間がない中でも手軽においしい食事を求める顧客に人気を博

している（図表11）20。デジタル化の普及には、どのようなデジタル技術を開発するかより、使いやすさや

価格といった最終顧客のニーズにマッチさせる活用戦略が鍵を握っている。食品産業全体でデジタル活用

が進み、私たちの食がより豊かで、効率的で、持続可能な形に進化している未来を期待したい。 

 

 

 

 
20 Autonomous Restaurant | Yo-Kai Express 

    

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
当レポートに掲載されているあらゆる内容は無断転載・複製を禁じます。当レポートは信頼できると思われる情報ソースから入手した情報・デ
ータに基づき作成していますが、当社はその正確性、完全性、信頼性等を保証するものではありません。当レポートは執筆者の見解に基づき
作成されたものであり、当社および三井物産グループの統一的な見解を示すものではありません。また、当レポートのご利用により、直接的あ
るいは間接的な不利益・損害が発生したとしても、当社および三井物産グループは一切責任を負いません。レポートに掲載された内容は予
告なしに変更することがあります。 

https://www.yokaiexpress.com/ja
https://forbesjapan.com/articles/detail/46887
https://www.yokaiexpress.com/ja/location

